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▲ 垂水高校横にある文行館跡地看板

禄
百
石
を
与
え
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
市
川
は
家
老
に
就
任
し

て
か
ら
わ
ず
か
三
年
後
、
天
明
六

（
一
七
八
六
）
年
に
は
家
老
職
を
辞

め
て
京
都
へ
転
出
し
て
い
ま
す
。

垂
水
島
津
家
の
家
老

　
市
川
の
家
老
と
し
て
の
活
動
を

み
る
と
、『
垂
水
市
史
・
上
巻
』
に

「
一
　
学
問
を
奨
励
し
、
力
を
入
れ

た
こ
と
。
一
　
門
閥
数
氏
の
禄
高

を
削
っ
た
こ
と
。
一
　
先
例
と
か
，

古
格
と
か
は
言
う
べ
き
で
な
い
。
役

人
も
家
格
に
よ
ら
ず
賢
愚
を
以
っ

て
せ
よ
。」
な
ど
の
政
策
を
打
ち
出

し
、
実
行
し
て
い
ま
す
。

　
第
九
代
・
貴
儔
（
た
か
と
も
）
以

（
文
化
財
保
護
審
議
員
・
瀬
角
龍
平
）

来
、
逼
迫
し
て
い
た
垂
水
家
の
財

政
を
再
建
す
る
こ
と
が
目
的
と
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
古
く
か
ら
垂

水
家
に
仕
え
て
い
た
家
臣
団
の
中

に
は
、
こ
の
よ
う
な
急
進
的
と
も

思
え
る
改
革
に
反
発
す
る
も
の
が

現
れ
る
の
は
当
然
で
、
領
主
・
貴

澄
や
本
藩
に
ま
で
中
傷
し
、
訴
え

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
市
川
を
解

放
す
る
よ
う
藩
命
が
下
り
、
貴
澄

も
市
川
の
家
老
職
を
解
か
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
の
で
す
。

　
市
川
に
は
薩
摩
に
遊
学
し
た
と

き
見
聞
し
た
政
治
・
文
学
・
人
情
・

風
俗
等
を
論
評
し
た
と
い
う
『
南

中
独
語
』
や
、
貴
澄
の
人
君
と
し

て
の
心
得
を
示
し
た
『
君
道
論
』

の
著
が
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
市
川
が
垂
水
を
去
っ

た
あ
と
、
在
任
中
の
文
書
記
録
は

焼
却
さ
れ
、
民
間
に
あ
っ
た
『
南

中
独
語
』
も
み
な
焼
か
せ
た
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
垂
水
人
士
の
市

川
を
憎
む
こ
と
、
い
か
に
激
し
か
っ

た
か
を
想
像
す
る
に
難
く
あ
り
ま

せ
ん
。
文
字
通
り
、
石
も
て
追
わ

る
る
ご
と
く
垂
水
を
離
れ
た
、
と

言
っ
て
い
い
で
し
ょ
う
。

市
川
の
実
績

　
市
川
の
実
績
の
一
つ
に
、
文
行

館
（
場
所
は
現
在
の
垂
水
高
校
の

西
側
）
の
設
立
に
尽
力
し
、
麓
の

子
弟
の
教
育
に
力
を
入
れ
た
こ
と

が
上
げ
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
は
後
に

垂
水
が
「
本
藩
に
属
す
る
支
封
の

者
は
数
所
な
れ
ど
も
、
治
行
は
垂

水
を
第
一
と
す
」
と
称
え
ら
れ
る

基
礎
を
な
す
も
の
で
あ
っ
た
と
言

え
ま
す
。

　
の
ち
に
市
川
は
高
崎
藩
に
召
し

返
さ
れ
、
弟
子
の
育
成
や
藩
主
の
世

子
の
教
育
に
力
を
注
ぎ
ま
し
た
が
、

寛
政
七
（
一
七
九
五
）
年
、
五
五

歳
で
没
し
ま
し
た
。

【
参
考
資
料
】

『
垂
水
市
史
・
上
巻
』（
平
成
10
年
）

上
園
正
人
「
市
川
鶴
鳴
と
垂
水
」

（『
七
岳
・
第
17
号
』）

高
名
な
儒
学
者

　
市
川
鶴
鳴
（
以
下
、
市
川
）
は
元

文
五
（
一
七
四
〇
）
年
、
武
蔵
の
国

川
越
で
生
ま
れ
ま
し
た
。
荻
生
徂
徠

門
下
の
大
内
熊
耳
（
初
代
造
士
館
教

授
、
山
本
正
誼
も
学
ん
で
い
る
）
に

学
び
、
群
馬
の
高
崎
藩
に
仕
え
た
高

名
な
儒
学
者
で
す
。

安
永
十
（
一
七
八
一
）
年
、
市
川
は

薩
摩
に
遊
学
し
、
薩
摩
本
藩
に
仕
え

よ
う
と
し
ま
し
た
が
果
た
せ
ず
、
こ

の
頃
、垂
水
島
津
家
の
第
十
代
領
主
・

貴
澄
（
た
か
ず
み
）
に
請
わ
れ
て
海

潟
の
「
櫻
嶋
焼
亡
塔
」
に
刻
ま
れ
た

文
章
を
作
っ
て
い
ま
す
。

　
市
川
の
才
能
を
高
く
評
価
し
て

い
た
貴
澄
は
天
明
四
（
一
七
八
四
）

年
、
垂
水
に
家
老
と
し
て
招
き
、

た
る
み
ず
歴
史
・
文
化
散
歩

儒
学
者

『
市い

ち

か

わ川 

鶴か

く

め

い鳴
』
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